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道 標
県教育委員会では、児童生徒の学力向上に向けて平成

23 年度に「ちばっ子『学力向上』総合プラン（ファイブ・
アクション）」をスタートさせた。平成27 年度には「第２
期千葉県教育振興基本計画」の重点的な取組で、ちばっ子
の学力向上を図っている。特に「アクション４『評価・改善』
アクティブプラン」では、学力向上に向けた取組の適切な
評価・改善の推進の視点から、全国学力・学習状況調査の
データ及び分析ツールの活用促進に取り組んでいる。
これまでも、当然ながら、各市町村教育委員会や各学校

等において、学力向上に向けて様々な取組は行ってきてい
る。しかしながら、「全国学力・学習状況調査の分析結果
の活用」が思うように進んでいない現状がある。昨年度も、
本センターが取りまとめた「平成29 年度全国学力・学習
状況調査分析結果報告書」で報告したように、学校質問紙
調査の全国学力・学習状況調査の分析結果の活用に関する
問いに対して、肯定的な回答をした学校の割合が、全国と
比べてやや下回る状況であった。この状況が継続してきた

という事実は、本県における課題と捉えるべきであろう。
そこで本県では、県内のすべての市町村教育委員会を対

象にした「『全国学力・学習状況調査』の活用に関する研
修会」の実施や、「ちばっ子『学力向上』総合プラン」に
基づき実施している「学力向上交流会」の中で「全国学力・
学習状況調査の分析結果の活用」の有効性についての協議
の場を設定するなどの取組を地道に進めてきた。今年度の
「全国学力・学習状況調査の分析結果を活用している割合」
は、前年度に比べ増加していることから、本県として一層
の活用推進策を講じていきたい。
本稿では、具体的な結果分析・活用の方策や実践例を紹

介する。全国学力・学習状況調査の出題内容や分析結果を、
調査対象学年の担当教職員のみならず全教職員で共有し、
自校の成果と課題を明らかにするとともに、学校全体の教
育活動の改善のためにどう活用したらよいか、より確かな
学力の向上に資する有効な方策について考えていきたい。
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